












　広域過疎地域における母子保健及び母子医療の体系化のため,昨年度は道内

各保健所単位及び管内各町村別の人口動態に関する資料を収集し,周産期死亡,

新生児及び乳児死亡の高率な特殊地区を選定したが,昭和 50年度はそのうちよ

り倶知安保健所管内の寿都,黒松内二町において妊産婦及び乳幼児の現地健康

診査を行い僻地の実情を調査すると共に,問題点を明確にしてその解決方法を

立案せんとした。


